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変革を実践するフェーズへ（2023年度以降の予定）

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

2021年3月
DX推進計画策定
（５年間）

●2021年4月
WG活動開始

●2021年11月
WG活動拡充（計13WG）

●2022年4月
DX枠予算の創設

現計画
終了

組織、規範、予算

基盤、サービス ●2021年10月
クラウド環境の業務試行
（chromebook、MS365）

●2022年5月
文書管理システム及び
財務会計システムの調達

●2021年4月～
全階層別研修で
DX講義

●2022年4月
部課長向け研修（ドコモ吉澤相談役講演）

●2022年8月
DX入門研修（職員課）●2021年7月

DX推進員研修
（前橋工科大学福田理事長講演）

●2023年2月
WG活動報告会

●2023年1月～
職員へのchromebook配付
所属へのモニター配付

●2023年4月～
Microsoft365利用開始

変革を実践する
フェーズへ

●2023年4月～
文書管理システム稼働

●2023年9月～
財務会計システム（予算編成）稼働

●2024年４月～
財務会計システム（全般）稼働

現在

●2023年4月～
WG活動の再編

①Chromebook、Microsoft365導入

②文書管理システム、新財務会計システム
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ＷＧ活動等の再編

ＤＸ推進計画重点事業 Ｒ４年度（計１３WG）
１行政手続のオンライン化 ①行政手続オンライン化ＷＧ
２マイナンバーカードの普及・活用
８デジタルインフラの整備 ②マイナンバーカード普及・活用ＷＧ

３情報システムの全体最適化
５市役所のＤＸ推進

③財務・文書システムＷＧ
④コアネットワーク（外で働く）ＷＧ
⑤ＢＰＲ（ＲＰＡ）推進ＷＧ
⑥ＡＢＷ（新議会棟）ＷＧ
⑦窓口ＷＧ
⑧ミライズ策定 ＷＧ
⑨業務システム（予約システム）ＷＧ
⑩業務システム（健康・福祉）ＷＧ

４官民データ活用の推進 ⑪官民データ活用ＷＧ
６地域社会のＤＸ推進 ⑫地域社会のＤＸ推進ＷＧ
７デジタルディバイドの解消 ⑬デジタルデバイド解消ＷＧ

Ｒ５年度（計９WG）
①制度デジタル化ＷＧ

②マイナンバーカード活用・普及ＷＧ

③ＢＰＲ推進ＷＧ

④ミライズＷＧ
⑤貸館予約システムＷＧ

⑥官民データ活用ＷＧ
⑦地域社会のＤＸ推進ＷＧ
⑧デジタルデバイド解消ＷＧ
⑨内部統制のＤＸ推進ＷＧ

ＤＸ推進員 課相当の80所属から選出
（Chromebook、MS365活用検討） 4



各WGの活動内容と選出方法

ＷＧ名 内容 想定される所属

ＢＰＲ推進
ＷＧ

業務の流れを可視化したうえで、有効なデジタル
ツールの活用を検討
（例）
・AI-OCR、RPA等のツール活用【基幹システム連携】
・Chromebook・MS365による業務のフルデジタル化

（文書管理、新財務会計システム連携）
・手続きオンライン・キャッシュレス化
・来庁負担軽減

（窓口や相談の予約・書かない・ワンストップ）

・全所属（課相当80所属）

・なお、活動を継続性を担保するため、
昨年度参加職員の一部について
活動継続を依頼予定

・WGの性質に応じて、異なる選出方法を設定する
①全所属で構成 ②業務に関係する所属で構成 ③公募により構成

・庁議終了後、選出依頼を通知

①全所属で構成
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②関係する所属で構成
ＷＧ名 内容 想定される所属

制度デジタル化
ＷＧ

行政手続きのオンライン化実践にあたって顕在
化した課題（例：本人確認の認証レベルに応じた
事務の棚卸し、関連規則の改正、公印省略 等）に
ついて検討

行政管理課、財政課、会計室、情報政策
課

マイナンバーカード
活用・普及 ＷＧ

社会情勢に合わせたカードの活用、未申請者
（約20%）へのアプローチ、カード更新等窓口対
応等を検討

未来政策課、交通政策課、国民健康保険
課、市民課、情報政策課

貸館予約
システムＷＧ 令和5年度中の貸館予約システム導入

生涯学習課、指導監査課、文化財保護課、
文化国際課、公園管理事務所、公営事業
課、スポーツ課、情報政策課

デジタルデバイド
解消 ＷＧ まえばしデジタルサポーター制度の開始 未来政策課、市民協働課、生涯学習課、

長寿包括ケア課、情報政策課

官民データ
活用 ＷＧ

交通安全対策にかかるEBPM推進（R4年度検討
内容の深化及び事業化検討）

道路建設課、共生社会推進課、学校教育
課、都市計画課、政策推進課、未来政策
課、情報政策課

内部統制の
ＤＸ推進ＷＧ

従来の紙文書を対象とした手作業による内部統
制から、デジタル技術を活用した内部統制へ移行
するための体制と手法のあり方を検討

行政管理課、会計室、監査委員事務局、
契約監理課、職員課、教育委員会総務課、
水道局経営企画課、財政課、情報政策課
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③公募により構成
ＷＧ名 内容 想定される所属

ミライズ ＷＧ

職員でなければできない企画立案業務や住民へ
の直接的なサービス提供に注力できる市役所を目
指し、以下内容を検討
・複業 ・人材バンク ・ピアボーナス
・ABW（働き方） ・窓口
・コミュニケーションポリシー
・チャレンジ&アジャイル（自由課題）

・公募により手上げ
※地域社会のDX推進WGの

募集は別途案内

地域社会のＤＸ
推進 ＷＧ

「既存の行政サービスや地域社会のあり方をデ
ジタル化された世の中に合った形に見直し、再構
築する」活動を試行

R4年度に実施した宮城地区での時層写真ワーク
ショップの成果を踏まえ、ハッカソン等のイベン
トを予定

7



8

前橋市ＤＸ推進計画に基づく活動への協力依頼

１ 令和５年度 ＷＧメンバーの選出依頼

２ 前橋市コミュニケーションポリシー（初版）の策定



前橋市
コミュニケーションポリシー

令和5年4月
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前橋市コミュニケーションポリシー

コミュニケーションや情報共有のあり方を再構築する

なぜコミュニケーションポリシーが必要なのか

前橋市役所は様々な部署から成り立っており、職員の年代や勤務体系もそれぞれです。
また、行政組織の特徴として、一定のサイクルで全く異なる事業領域への人事異動を繰り返します。

さらに、社会環境の変化に適応した端末等の更新を契機とし、普段使いするツールも変化に対応して生産性
の向上を目指すとともに、働き方の多様性を拡げられる環境作りを進めています。

しかし、各職員が自分のこれまでのコミュニケーションの仕方や業務の進め方に固執すると、職員間で考え
方の隔たりや意思疎通の齟齬が生じ、結果として業務が非効率となる状況が起こりえます。

大切なのは目的に立ち返ることです。生産性高く、生き生きと働ける環境を拡げていくためには、

について、職員間の目線を揃えていく必要があります。

1. どのような価値観に共感し、業務に対する姿勢を共有すべきか
2. どのように情報共有をすべきか
3. どのようにツールを活用すべきか
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Maebashi Innovative Radical 
Improvements

前橋市コミュニケーションポリシー

1. ミッション・ビジョン・バリューを自分事に

2. コミュニケーション ～ 情報の共有

3. ツールの活用 ～ オンボーディング
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前橋市コミュニケーションポリシー

組織が掲げるＤＸ推進計画
1. ミッション・ビジョン・バリューを自分事に

住民の福祉の増進 ≒ 住民サービスの向上

デジタル技術とデータの活用を推進し、
住民本位の行政及び地域社会を実現する

①住民の視点を常に意識し、追及する

ビジョン
（実現したい未来）

バリュー
（組織が持つべき共通の価値観）

ミッション
（市が果たすべき使命や存在意義）

真に住民のためになるサービスを考えぬき、持続的に満足度向上を目指します

全ての住民がＤＸのメリットを享受できる環境を整えます

変化を恐れず果敢に挑戦し、素早く改善・改良を繰り返します

②チャレンジ＆アジャイル

③誰も取り残されない

ミッションを
果たした未来

ビジョンを実
現するために

トップダウン
落とし込む

住民の幸福を増進する組織は
職員の幸福も増進する組織
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前橋市コミュニケーションポリシー

一人一人が心懸ける『未来への道』の一例
1. ミッション・ビジョン・バリューを自分事に

一人一人の智慧を響かせ、ありたい未来を紡ぎ、
地域の価値を世界に提供する

これからの時代に合っていて、みんなが繋がり
より良くいきいきと活動している地域になる

シンプルかつオープンにする
情熱的かつ面白くする
多様なみんなを繋ぐ
感動を分かち合う
外と未来を見据える
テンポよくチャンスを捉える

ドリーム
（みんなで叶えたい夢）

ビリーフ
（一人一人の胸にある想い・智慧）

パーパス
（組織としての志）

ドリームを叶
えるために

ビリーフを持
ち寄り叶える

ボトムアップ
湧きあがる
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Maebashi Innovative Radical 
Improvements

前橋市コミュニケーションポリシー

1. ミッション・ビジョン・バリューを自分事に

2. コミュニケーション～情報の共有

3. ツールの活用 ～ オンボーディング
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前橋市コミュニケーションポリシー

2. コミュニケーション～情報の共有

コミュニケーション

《体得する》
 手間・動作の最小化
 これまでとこれから

 顔の見えるコミュニケーション
 その場で文字起こし
 リレーをスムーズに
 自分から取りに行く
 業務のノウハウはみんなで共有
 ぶつかり稽古は不要

《習慣にする》
 チャネル・チャットでテンポよく
 電話の前にチャット
 いいね！
 みんなで問い合わせ対応
 垣根・壁を撤去

《楽にする》
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前橋市コミュニケーションポリシー

チャネル・チャットでテンポよく
2. コミュニケーション～情報の共有

電話・メールから
チャネル・チャットへ

転換する

組 織 内 の 業 務 に 関 す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 、
迅速なやり取りが求められている。

電話は相手の業務を中断したり、取り次ぎを強いるだ
けでなく、不在で何度もかけ直すなど自分もみんなも
ストレスの元になる。メールは長文になりがちで、過
去のやり取りを把握するのも大変。

Teamsチャネル・チャットで、複数人でお互いの立場
から頻繁にやり取りし、物事を効率的に進める。また、
定形挨拶は省略し、要件をズバリ書き込む。

《楽にする》
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前橋市コミュニケーションポリシー

いいね！
2. コミュニケーション～情報の共有

いいね！でスマートに
即リアクション

組 織 内 の 業 務 に 関 す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 、
適時適切なリアクションが必要。

チャネルやチャットのメッセージに、文章を書き込み
リアクションするのは煩わしい。また、スレッドが
長くなり、みんなが読みづらくなる。

承知・了解・よろしくお願いします等の意味で、
「いいね！」のリアクションを付けスマートに。

《楽にする》
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前橋市コミュニケーションポリシー

その場で文字起こし
2. コミュニケーション～情報の共有

音声は
文字に変換して共有

組織内の業務に関するコミュニケーションで、音声情
報を記録保管する。

音声情報のままでは、受け取る側の環境によっては取
り扱いに困ることがある。また、情報の再利用が困難。

音声データから文字起こしするトランスクリプト機能
や、その場で変換するディクテーション機能を利用し、
音声を文字に起こし情報共有する。

※重要な情報の場合は、ICレコーダーに録音しておきましょう。

《習慣にする》
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前橋市コミュニケーションポリシー

業務のノウハウはみんなで共有
2. コミュニケーション～情報の共有

言語化しみんなで
ブラッシュアップ

組織内の業務に関するコミュニケーションで、様々な
業務に関するノウハウが得られる。

業務で得られたノウハウや気づきは、その場で言語化
しみんなでブラッシュアップしないと、自然に風化し
てしまう。

業務のノウハウは言語化して、個人情報と非公開情報
を除いて、原則庁内で情報共有する。また、みんなで
共通言語化や標準化に取り組み、最新化と最適化も進
めていく。

《習慣にする》
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前橋市コミュニケーションポリシー

ぶつかり稽古は不要
2. コミュニケーション～情報の共有

チャネル・チャットで
フラットに

ディスカッション
組織内の業務に関するコミュニケーションで、新しい
事業にゼロスタートで取り組む。

従来のやり方に囚われ、これまで通りに段階を経て事
業を練り上げていくと、後で全体像が見渡せていない
ことが判明し、手戻りすることがある。

Teamsチャネル・チャットで、ステークホルダー全員
でフラットに目的・目標を共有し、OODAループを回
して、ゼロからみんなでディスカッションし、プロ
ジェクトの成功につなげる。

《習慣にする》
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前橋市コミュニケーションポリシー

ツールの活用（全庁ポータル）
3. ツールの活用～オンボーディング
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前橋市コミュニケーションポリシー

ツールの活用（Microsoft365の使い方）
3. ツールの活用～オンボーディング
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Maebashi Innovative Radical 
Improvements

前橋市コミュニケーションポリシー

• だれでも、いつでも、どこでも、必要な時に取り出し、また何度も
見返します。

• みんなで工夫して、組織のコミュニケーションのブラッシュアップ
を実践します。

• ツールの利用状況を可視化し、生産性向上との因果関係をみんなで
共有できるようにします。

未来に向けて

本ポリシーの定着方法

今後の進め方

• DX推進計画の各WGの活動成果を元に、随時改版していきます。
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